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【背景・目的】ラットにおいて、2～4週齢は哺乳から離乳移行期であり、血液
中の甲状腺ホルモンやグルココルチコイドホルモンの濃度が高まり、これらが
腸管の発達や成熟を促進することが報告されている。本研究では、胎生後期の
母獣の50％食餌制限が、仔獣の発達期におけるβカロテン代謝酵素の発現増大を
はじめとした、甲状腺ホルモンを介した腸管の成熟に及ぼす影響について検討
した。 
【方法】雌のWistarラットを妊娠10日目に2群に分け、一方は標準固形飼料
（AIN-93M）を自由摂食（対照群）させ、もう一方は出産までカロリー50％の
食餌制限（胎児期栄養制限群）を行った。出産後は仔獣を1親10匹に揃え、27日
齢まで両群とも自由摂食とした母親とともに飼育した。13, 20, 27日齢で、雌性
の仔獣の血清T3濃度と小腸におけるβカロテン代謝関連酵素のmRNA発現量を
リアルタイムRT-PCR法で測定した。 
【結果】胎児期栄養制限群は対照群に比べ、出生時に約10％の有意な体重低下
を認めたが、7日齢以降その差は消失した。体重10g当たりの小腸重量および血
清T3濃度は、13, 20, 27日齢いずれにおいても制限群と対照群に有意な差は無か
った。対照群では、空腸におけるβカロテン開裂酵素（BCMO1）のmRNA発現量
が20日齢から27日齢にかけて著しく増大したが、胎児期栄養制限群では、その
増大が抑制された。また、小腸特異的な遺伝子の発現に関与している転写因子
であるCdx-1、Cdx-2、HNF-1α、HNF-1β、HNF-4αの発現は、胎児期栄養制限群
では低い傾向がみられ、特に27日齢では対照群に比べて有意に低下していた。
甲状腺モルモン受容体（TRα）の発現は、20日齢と27日齢で対照群と比較して胎
児期栄養制限群で有意に低く、胎児期低栄養によるBCMO1の発現抑制は、
BCMO1遺伝子を標的とする転写因子の発現抑制によって起こっている可能性
が考えられた。 
 
 
